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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】洗浄性能及びすすぎ性能を向上できる内視鏡洗
浄装置を提供する。
【解決手段】内視鏡２００を収容する洗浄槽２０を備え
る内視鏡洗浄装置であって、洗浄槽２０の底面部２０Ｄ
は左右方向の右側に向かって下降するように傾斜して形
成され、洗浄槽２０の内側面部の左右方向の右側には、
吐出口４２が形成され、洗浄槽２０の底面部２０Ｄの左
右方向の右側には、給水口４３が形成され、洗浄槽２０
の底面部２０Ｄであって吐出口４２と給水口４３との間
には、仕切り壁２０Ｍが形成される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収容する洗浄槽を備える内視鏡洗浄装置であって、
　前記洗浄槽の底面は一側に向かって下降するように傾斜して形成され、
　前記洗浄槽の内側面の一側には、吐出口が形成され、
　前記洗浄槽の底面の一側には、給水口が形成され、
　前記洗浄槽の底面かつ前記吐出口と前記給水口との間には、仕切り壁が形成される、
　内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡洗浄装置であって、
　前記内視鏡を前記洗浄槽に収納するときには、前記仕切り壁の上に前記内視鏡の操作部
が載置される、
　内視鏡洗浄装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の内視鏡洗浄装置であって、
　前記仕切り壁の一側には、通路が形成される、
　内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄装置の洗浄槽の構造技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医療現場において、生体の体腔内の検査や治療を行う器具である。内視鏡は
、通常、院内感染を防止するために、使用後の徹底した洗浄及び消毒を行うことが義務付
けられている。内視鏡洗浄装置は、内視鏡の洗浄、消毒を半自動的に行う装置である。内
視鏡洗浄装置は、使用後の内視鏡を洗浄槽に収容し、リーク検査工程、洗浄工程、すすぎ
工程等の各種工程を自動的に行う装置である（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　洗浄工程では、洗浄槽にて洗浄液（洗剤＋水）を循環させる必要があり、すすぎ工程で
は、洗浄槽にてすすぎ水を循環させる必要がある。洗浄工程での洗浄性能、並びに、すす
ぎ工程でのすすぎ性能は、洗浄槽での洗浄液又はすすぎ液の循環性能に依存する。すなわ
ち、洗浄性能及びすすぎ性能を向上するには、洗浄槽全体にて洗浄液又はすすぎ液をくま
なく循環させる必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２０７７４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の解決しようとする課題は、洗浄性能及びすすぎ性能を向上できる内視鏡洗浄装
置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００７】
　即ち、請求項１においては、内視鏡を収容する洗浄槽を備える内視鏡洗浄装置であって
、前記洗浄槽の底面は一側に向かって下降するように傾斜して形成され、前記洗浄槽の内
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側面の一側には、吐出口が形成され、前記洗浄槽の底面の一側には、給水口が形成され、
前記洗浄槽の底面かつ前記吐出口と前記給水口との間には、仕切り壁が形成されるもので
ある。
【０００８】
　請求項２においては、請求項１に記載の内視鏡洗浄装置であって、前記内視鏡を前記洗
浄槽に収納するときには、前記仕切り壁の上に前記内視鏡の操作部が載置されるものであ
る。
【０００９】
　請求項３においては、請求項１又は２に記載の内視鏡洗浄装置であって、前記仕切り壁
の一側には、通路が形成されるものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、洗浄性能及びすすぎ性能を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】内視鏡洗浄装置及び内視鏡を示した斜視図。
【図２】洗浄ユニットを示した平面図。
【図３】洗浄ユニットを示した斜視図。
【図４】すすぎ工程の際の洗浄ユニットを示した平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１を用いて、内視鏡洗浄装置１００及び内視鏡２００について説明する。
　なお、図１では、内視鏡洗浄装置１００及び内視鏡２００を斜視にて表している。また
、図１では、分かり易く説明するため、内視鏡洗浄装置１００の洗浄ユニット１０と制御
ユニット５０とを接続するホース類の図示を省略している。
【００１３】
　内視鏡洗浄装置１００は、本発明の内視鏡洗浄装置に係る実施形態である。内視鏡洗浄
装置１００は、内視鏡２００の洗浄及び消毒を半自動的に行う装置である。内視鏡洗浄装
置１００は、洗浄ユニット１０と、制御ユニット５０と、を備えている。
【００１４】
　洗浄ユニット１０は、洗浄される内視鏡２００が収納されるものである。洗浄ユニット
１０は、洗浄槽２０と、載置部３０と、を備えている。なお、洗浄ユニット１０について
、詳しくは後述する。
【００１５】
　制御ユニット５０は、洗浄ユニット１０又は洗浄ユニット１０に収納された内視鏡２０
０へ水、洗剤又は洗浄液（水＋洗剤）を循環させる、或いは、圧縮空気を供給制御するも
のである。制御ユニット５０の内部には、圧縮空気を供給するエアポンプ（図示略）と、
水、洗剤又は洗浄液を循環させる循環ポンプ（図示略）と、制御回路（図示略）等と、が
設けられている。
【００１６】
　制御ユニット５０の正面側には、縦一列に、水、洗剤又は洗浄液を洗浄ユニット１０又
は洗浄ユニットに収納された内視鏡２００へ循環させるためのホースを接続するアダプタ
類５１が配置されている。また、制御ユニットの正面側には、圧縮空気を洗浄ユニット１
０に収納された内視鏡２００へ供給するためのホースを接続するアダプタ５２が配置され
ている。
【００１７】
　内視鏡２００は、医療現場において、生体の体腔内の検査や治療を行う器具である。内
視鏡２００は、コネクタ部２１０と、ユニバーサルコード２２０と、操作部２３０と、挿
入部２４０と、を備えている。
【００１８】
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　コネクタ部２１０には、光源装置やビデオプロセッサに配線を接続するための接点部が
設けられている。また、コネクタ部２１０には、後述するリーク検査工程を行う際に、圧
縮空気を供給するためのリーク検査用ホースを接続する接続口２１０Ａが設けられている
。
【００１９】
　ユニバーサルコード２２０は、コネクタ部２１０と操作部２３０とを接続している。
　操作部２３０は、挿入部２４０のアングルを操作するアングルノブ２３０Ａと、送気・
送水シリンダ２３０Ｂと、処理具を挿入する鉗子口２３０Ｃと、を備えている。
【００２０】
　挿入部２４０は、操作部２３０に接続され、可撓性のある棒状体で構成されている。挿
入部２４０の先端には、体腔内を照明する照明部（図示略）と、体腔内を撮影する撮影部
（図示略）とが設けられている。
【００２１】
　図２及び図３を用いて、洗浄ユニット１０について説明する。
　なお、図２では、洗浄ユニット１０を平面視にて表している。また、図３では、洗浄ユ
ニット１０を斜視にて表している。また、以下では、洗浄ユニット１０について、図２及
び図３に示す左右方向及び前後方向に従って説明する。
【００２２】
　洗浄ユニット１０は、上述したように、洗浄される内視鏡２００が収納され、洗浄槽２
０と、載置部３０と、を備えている。また、洗浄槽２０は、ベース２１に嵌合されている
（図３参照）。
【００２３】
　洗浄槽２０は、収納部２０Ａと、平面部２０Ｂと、から形成されている。収納部２０Ａ
は、内視鏡２００が収納される容器部分である。平面部２０Ｂは、洗浄槽２０の周囲上面
に形成される平面部分である。
【００２４】
　収納部２０Ａは、内側面部２０Ｃと、底面部２０Ｄと、から形成されている。内側面部
２０Ｃは、収納部２０Ａの内側の側面である。底面部２０Ｄは、収納部２０Ａの底面であ
る。
【００２５】
　内側面部２０Ｃには、吐出口４２と、送気・送水口４４と、が形成されている。
【００２６】
　吐出口４２は、内側面部２０Ｃの左右方向の右側かつ前後方向の前端部に形成されてい
る。吐出口４２は、制御ユニット５０から送られる水、洗剤又は洗浄液が送水される開口
部である。吐出口４２から送水された水、洗剤又は洗浄液は、洗浄槽２０の収納部２０Ａ
を循環する。
【００２７】
　送気・送水口４４は、内側面部２０Ｃの左右方向の右側かつ前後方向の前部に形成され
ている。送気・送水口４４は、制御ユニット５０から送られる水、洗剤又は洗浄液が送水
される接続部である。送気・送水口４４から送水された水、洗剤又は洗浄液は、洗浄槽２
０の収納部２０Ａを循環する、或いは、接続ホースによって内視鏡２００の操作部２３０
に設けられる送気・送水シリンダ２３０Ｂ及び鉗子口２３０Ｃに供給される。
【００２８】
　底面部２０Ｄには、排水口４１と、給水口４３と、が設けられ、第一底面部２０Ｐと、
第二底面部２０Ｑと、仕切り壁２０Ｍと、凸部２０Ｔと、が形成されている。
【００２９】
　第一底面部２０Ｐは、底面部２０Ｄの左右方向の左部及び略中央部に形成されている。
第一底面部２０Ｐは、左右方向の左側から右側に向かって下降する傾斜面として形成され
ている。
【００３０】
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　第二底面部２０Ｑは、底面部２０Ｄの左右方向の右端部に形成されている。第二底面部
２０Ｑは、第一底面部２０Ｐより低い位置に形成されている。
【００３１】
　仕切り壁２０Ｍは、平面視にて、底面部２０Ｄの前後方向の前端部かつ左右方向の略中
央部から左右方向の右端部かつ前後方向の略中央部まで形成されている。すなわち、仕切
り壁２０Ｍは、平面視にて、第一底面部２０Ｐから第二底面部２０Ｑに亘って形成されて
いる。仕切り壁２０Ｍの高さは、第一底面部２０Ｐの高さと第二底面部２０Ｑの高さとの
差と略同一の高さとされている。
【００３２】
　なお、仕切り壁２０Ｍは、洗浄槽２０に内視鏡２００が収納されたとき、内視鏡２００
の操作部２３０が載置される部分である（図４参照）。
【００３３】
　仕切り壁２０Ｍの第二底面部２０Ｑにおける左右方向の右端部は、排水口４１及び吐出
口４２と給水口４３との間に位置するように形成されている。仕切り壁２０Ｍの第二底面
部２０Ｑにおける左右方向の右端部には、通路２０Ｘが形成されている。通路２０Ｘは、
仕切り壁２０Ｍが内側面部２０Ｃまで到達せず、所定の隙間が形成されることによって構
成されている。
【００３４】
　凸部２０Ｔは、洗浄槽２０に内視鏡２００が収納されたとき、ユニバーサルコード２２
０及び挿入部２４０が捲回して収納されるものである。凸部２０Ｔは、左右方向の左部か
つ前後方向の略中央部に平面視円形状の凸部として形成されている。
【００３５】
　排水口４１は、第二底面部２０Ｑの左右方向の右端部かつ前後方向の略中央部に設けら
れ、洗浄槽２０内部の水又は洗浄水を全て排水する開口部である。排水口４１は、洗浄槽
２０内部の水又は洗浄水を全て排水する時以外は、栓等によって塞がれている。
【００３６】
　給水口４３は、第二底面部２０Ｑの左右方向の右端部かつ前後方向の後部に設けられ、
洗浄槽２０から制御ユニット５０に向かって水、洗剤又は洗浄液が給水される開口部であ
る。洗浄槽２０を循環した水、洗剤又は洗浄液は、給水口４３から制御ユニット５０に給
水される。
【００３７】
　平面部２０Ｂには、載置部３０が設けられている。
　載置部３０は、平面部２０Ｂの左右方向の右端部に着脱可能に設けられている。なお、
平面部２０Ｂの右側とは、洗浄槽２０に内視鏡２００が載置されたときに、コネクタ部２
１０が位置する側である。載置部３０は、リーク検査工程Ｓ１１０にて、内視鏡２００の
コネクタ部２１０が載置されるものである。
【００３８】
　図４を用いて、すすぎ工程の際の内視鏡洗浄装置１００（洗浄ユニット１０の洗浄槽２
０）について説明する。
　なお、図４では、内視鏡２００が洗浄ユニット１０に収納された状態を表している。ま
た、図４では、循環する水又は洗浄液を白抜き矢印にて表している。
【００３９】
　すすぎ工程又は洗浄工程では、内視鏡２００が洗浄ユニット１０に所定の位置に配置し
て収納される。このとき、操作部２３０は、洗浄槽２０の底面部２０Ｄに形成される仕切
り壁２０Ｍの上に載置される。
【００４０】
　コネクタ部２１０は、洗浄槽２０の底面部２０Ｄにおいて、仕切り壁２０Ｍの左右方向
の右側かつ前後方向の前側に載置される。また、ユニバーサルコード２２０及び挿入部２
４０は、洗浄槽２０の底面部２０Ｄにおいて、収納部２０Ａの底面部２０Ｄに形成される
凸部２０Ｔに捲回されて収納されている。
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　すすぎ工程又は洗浄工程では、吐出口４２から送水された水又は洗浄液は、仕切り壁２
０Ｍ及び内視鏡２００の操作部２３０に沿って、洗浄槽２０の前後方向の前端側に導かれ
、左右方向の左方に向かって流れる。
【００４２】
　洗浄槽２０の左右方向の左方に向かって流れる水又は洗浄液は、凸部２０Ｔ並びに左右
方向の左側の内側面部２０Ｃに沿って洗浄槽２０の左端側を旋回する。凸部２０Ｔに沿っ
て旋回する水又は洗浄液は、第一底面部２０Ｐが左右方向の左側から右側に向かって下降
する傾斜面として形成されているため、洗浄槽２０の前後方向の後端側に導かれる。
【００４３】
　洗浄槽２０の前後方向の後端側に導かれる水又は洗浄液は、第一底面部２０Ｐが左右方
向の左側から右側に向かって下降する傾斜面として形成されているため、洗浄槽２０の前
後方向の後側に導かれ、第二底面部２０Ｑに向かって下降し、給水口４３から排出される
。
【００４４】
　言い換えれば、洗浄槽２０では、仕切り壁２０Ｍ及び内視鏡２００の操作部２３０によ
って壁が形成されるため、吐出口４２から送水された水又は洗浄液は、同じ洗浄槽２０の
左右方向の右側に形成される給水口４３に直接導かれることなく（ショートカットするこ
となく）、面洗浄槽２０を大きく循環して給水口４３から排出される。
【００４５】
　なお、排水口４１の栓を抜いて洗浄槽２０の水又は洗浄液を全て排出する際には、仕切
り壁２０Ｍの前後方向の後側の水又は洗浄液は、仕切り壁２０Ｍに形成された通路２０Ｘ
にから排水口４１に導かれる。
【００４６】
　内視鏡洗浄装置１００（洗浄ユニット１０の洗浄槽２０）の効果について説明する。
　内視鏡洗浄装置１００によれば、洗浄性能及びすすぎ性能を向上できる。
【００４７】
　すなわち、洗浄槽２０では、仕切り壁２０Ｍ及び内視鏡２００の操作部２３０によって
壁が形成されるため、吐出口４２から送水された水又は洗浄液は、洗浄槽２０を大きく循
環して給水口４３から排出される。そのため、水又は洗浄液の循環性能を向上できる。そ
して、水又は洗浄液の循環性能を向上できることから、洗浄性能及びすすぎ性能を向上で
きる。
【符号の説明】
【００４８】
　１０　　　　洗浄ユニット
　２０　　　　洗浄槽
　２０Ｍ　　　仕切り壁
　２０Ｐ　　　第一底面部
　２０Ｑ　　　第二底面部
　２０Ｘ　　　通路
　４２　　　　吐出口４２
　４３　　　　給水口
　１００　　　内視鏡洗浄装置
　２００　　　内視鏡
　２３０　　　操作部
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